
氏名 足　立　　広　明

学部担当科目

・歴史学通論（後期）
・西洋史概論（後期）
・西洋史特殊講義（後期）
・西洋史講読（通年）昨年は後期を分担
・西洋史演習（通年）　　　同上
・史学研究法（共同担当）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学演習Ⅰ、西洋史学特殊講義Ⅰ
・
・

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史
学研究会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

同志社大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

文学修士

西洋古代末期の社会史

最終学歴

　【研究上の特記事項】 オックスフォード大学にて文献調査　（2016年3月19日～3月27日）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員、文学研究科文化財史料学専攻責任者、国際交流委員、学生指導委員

大学院博士後期課程
担当科目

・
・

・

通信教育部担当科目

・西洋史概論
・卒業論文
・
・



単

単

単

①初期ビザンツの男装女性
聖人

②クラ崇敬再考～Susan
Hylenの研究を手がかりとし
て

①西洋における古代末期と
は何か？
ーその世界史的意義をあら
ためて考える

③

①

③

（その他）

②

③

（学会発表）

服藤早苗編『歴史の
中の異性装』勉誠出
版

①古代末期とは何か？現時
点でその研究状況をふりか
える

②

②

③

西洋古代末期に関する研究は1970年
代にピーター・ブラウンが新しい視
点を提唱して以来大きく進展した。
現時点でそれを振り返り、21世紀の
古代末期研究の課題を考察した。

女性聖人テクラに関して、彼女の権
威は古代地中海女性一般の社会参加
の姿を反映したものであるという
Hylenの研究を踏まえ、古代末期に
おけるキリスト教禁欲主義のもたら
した新しい側面を加味する必要を論
じた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

古代末期、初期ビザンツ時代に特徴
的な女性聖人の男装モチーフについ
ての近年の学会動向をまとめ、修道
院上層男性執筆者と物語の読み手、
聴衆となった女性との差異を論じ
た。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2017年3月

下記発表①の論文化。西洋の古代末
期にはローマ帝国の西方で政治的解
体が見られたが、一方宗教的なコモ
ヌェルスはアイルランドからユーラ
シア東部まで広く並列し、帝国は解
体してもその文化は変容しつつ継承
され、その後の時代に続いたと論じ
た。

開学西洋史論集

2017年5月

関西学院大学

武蔵大学2016年12月

2016年11月


